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はじめに  
  
 この度は、私たち公益社団法人埼玉中央青年会議所が主催させていただきました伊奈町い

きいきミーティング「町民討議会」に、多くの方からご理解とご賛同を賜り、まずはご参

加いただきました皆様へ心より御礼を申し上げます。また、ご共催をいただきました伊奈

町長 大島清様をはじめとする行政の皆様、そして伊奈町商工会、伊奈町商工会青年部、

国際学院高等学校の皆様におかれましては、本町民討議会を通してご指導ご協力を賜りま

した事に厚く御礼申し上げます。青年会議所は“明るい豊かな社会の実現”を理想として

活動する世界規模の青年団体組織であり、日本国内には私たちと同じ青年会議所が６９５

団体ございます。３５，０００名以上からなる其々の会員が地域の未来に向け、まちづく

り運動や自己研鑚に日々励んでおります。そして今年度、私たち公益社団法人埼玉中央青

年会議所は“感謝～わたしたちの笑顔がまちを変える～”というスローガンのもと、伊奈

町、さいたま市、上尾市で輝かしいまちの未来を創造するべく運動展開しております。 
２０１１年から開催しておりますこの伊奈町いきいきミーティング「町民討議会」は、

皆様のご協力のもと今回で７回目の開催を迎える事ができました。今回は“豊かで活力あ

る未来の伊奈町～ＩＮＡ・ＳＤＧｓ～”をテーマとさせていただき、未来の伊奈町に必要

な持続可能な地域貢献について、参加者の皆様には非常に活発で積極的な意見を出し合っ

ていただきました。この討議会において導き出されたご意見をもとに報告書を作成し、民

意として伊奈町へ提言書をお届けいたします。それが今後の伊奈町においてのまちづくり

に反映され、町民と行政が一体となった皆が理想とするまちの実現に向けた一助となるこ

とを会員一同、心からご祈念申し上げます。 
私たちは、まちに住み暮らす人々が当事者意識をもって積極的なまちづくりに関わり、 

まちの理想の姿を形にしていくことが、より良いまちづくりに繋がると考えております。 
地域に住み暮らす人達だからこそ分かることがあります。私たちはサイレントマジョリテ

ィと言われる主婦やサラリーマン、学生の方々もまちづくりに参加できる機会を創出し、

町民参加・町民協働によるまちづくり運動を推進して参ります。今後とも皆様のご理解と

ご協力を賜り、共に運動できる事を切にお願い申し上げましてご挨拶とさせていただきま

す。 
 

２０１８年７月 
公益社団法人埼玉中央青年会議所 

理事長 佐藤 公則 
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Ⅰ 事業概要                                            
 

１．本報告書の位置づけ 

 

本報告書は、公益社団法人埼玉中央青年会議所（以下、青年会議所という。）と伊奈町（以

下、町という。）が共催で実施した『伊奈町いきいきミーティング「伊奈町民討議会」』に

おける参加者の討議結果について、『「平成３０年度伊奈町民討議会」の実施に関する協定

書』に基づき報告書としてまとめ、埼玉中央青年会議所から町に対して、提言として提出す

るものです。 

 

２．伊奈町民討議会開催に至る経緯・日程 

 

町民討議会は、１９７０年代以降ドイツで始まった、行政への住民参画の仕組みです。こ

こ数年日本でも、主に青年会議所が主体となって運営をしております。地域住民がまちづく

りに参画する新しい場として、また、地域住民の声の中でも特に最近重要視されている声な

き声（サイレント マジョリティ）を行政へ届ける新しい手法として、今注目を集めていま

す。伊奈町におきましては、２０１１年に埼玉中央青年会議所が「伊奈町民討議会」を開催

し、今年は７回目の開催となります。 

「伊奈町いきいきミーティング」は、４月５日に町と青年会議所がパートナーシップ協定

を結び、準備を進めて参りました。運営方法などについて議論を重ね、町民討議会における

提言がより今回のテーマでもある「未来の伊奈町」への貢献となるように、当年度におきま

しては、伊奈町の学生にテーブルに入ってもらい、活発な意見交換をしていただきました。 

 

以下の通りの日程で町民討議会を開催いたしました。 

 

[日程] 

 

２０１８年 ４月 ５日（木） パートナーシップ協定締結 

 

２０１８年 ６月 ２日（土） 町民討議会 

場所：伊奈町役場３階 第１会議室 

 

２０１８年 ６月 ９日（土） 町民討議会報告書作成会 

場所：埼玉県県民活動総合センター２階 ２０９セミナー室 

 

２０１８年 ７月２８日（土） 町民討議会報告会 

場所：伊奈町ふれあい活動センター２階 会議室１・２ 

 

３．町民討議会とは 

 

町民討議会とは、無作為抽出による町民が集まり、まちづくりに関するテーマについて、

情報提供を受けた上で話し合い、そこで出された意見を集約してまちづくりに活かす町民参

画手法のひとつです。ドイツの住民自治手法である「プラーヌンクスツェレ（計画細胞）※」

を日本風にアレンジして取り入れたものであり、日本青年会議所が日本に紹介し、２００５ 

年に東京で実施されて以来、各地に広まっています。各種の審議会や公聴会、タウンミーテ

ィング等の住民参画手法では、行政が出席依頼した各種団体や自治会の役員など、いつも決

まった顔ぶれである場合が多いのに対し、町民討議会は、サラリーマンや主婦、学生など意
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見を表明したくてもなかなか出来ない人たち（サイレントマジョリティ）の意見を吸い上げ

ることが出来ます。 

 

※ プラーヌンクスツェレ（Planungszelle＝計画細胞）とは？ 

 

ドイツのペーター・Ｃ・デイーテル教授が１９７０年代に考案し、実施されている新しい

市民（町民）参画の方法です。英語にすると、プランニングセル『計画細胞』となります。

無作為抽出の市民（町民）が様々な行政・政治課題に対し討議を重ね解決策を探るプラーヌ

ンクスツェレは、民主主義の刷新を図る具体的方法として注目を集めています。 

 

○特徴 

① 参加者は無作為で抽出する。（住民基本台帳等の利用） 

② 有償で一定期間の参加。（４日間が基準） 

③ 中立的独立機関が実施機関となり、プログラムを決定する。 

④ 原則３０名で構成。 

⑤ 専門家（利害関係の場合もある）から情報提供を受ける。 

⑥ 毎回メンバーチェンジしながら、約５人の小グループで討議を行う。 

⑦ 「住民答申」という形で報告書を作成し、参加した住民が正式な形で委託者に渡

す。 

 

４. 伊奈町民討議会の特徴 

 

（１）伊奈町に住民登録のある１６歳以上の方から、無作為抽出で選ぶ。 

（２）伊奈町の学校にご協力いただき、学生に参加していただく。 

（３）埼玉中央青年会議所がプログラムを選出し決定する。 

（４）１日で１討議を行う。 

（５）１グループは、５～６名とテーブルサポーター１名以上で構成する。 

（６）「報告書作成会」の実施。 

（７）報告会の実施。 

（８）報告書と同時に提言書を提出。 

 

５．伊奈町民討議会開催概要 

 

（１）伊奈町民討議会の目的と成果 

 住民参画・住民協働によるまちづくりを推進することを目的として、青年会議所と伊奈

町で伊奈町民討議会を共催することとしました。 

無作為抽出した町民に参加依頼書を送付し参加申込みいただいた方と、伊奈町内の学校

に通う学生で討議会を行いました。４テーブル各「私ができること」「伊奈町ができる

こと」それぞれ３つ程度のまとめの意見を発表いただき、投票を経て順位付けをしまし

た。また、その内容を考察し、まとめました。 

（２）開催日時 

２０１８年６月２日（土）１１：００開会 

（３）開催場所 

伊奈町役場３階 第１会議室 

 

（４）参加人数 

討議者１８名（男性１３名、女性５名） 

テーブルサポーター２２名（学生７名、公益社団法人埼玉中央青年会議所メンバー１５名） 
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（５）参加者選出方法 

住民基本台帳より１６歳以上の男女１，５００名を抽出、参加依頼書を送付（定員３０ 

名） 

伊奈町の学校へ協力依頼 

（６）討議テーマ 

  豊かで活力ある未来の伊奈町～ＩＮＡ・ＳＤＧｓ～ 

（７）討議進行方法 

① 参加者の中で年代・性別・地域がバランスよく集まるように実行委員会があら

かじめ決めたグループ各５～６名とテーブルサポーター２～３名で構成。 

② 情報提供者によるテーマに関する情報提供を受ける。 

③ グループの中で、発表者を決める。 

④ グループ毎に討議用紙を使い、意見の提案・集約を行う。 

⑤ 発表者により、グループ毎の討議結果を発表する。 

⑥ 参加者１人あたり３ポイント分のシールを使い、同意する意見に投票する。 

 グル－プ名 討議者氏名     

 テ－マ：       

 私ができること 

    

    

    

 伊奈町（行政）ができること 

    

    

        
               グル－プまとめ用紙 

 

（８）当日タイムスケジュール 

時 間 内 容 

１１：００  開会 

１１：０１  主催者代表挨拶 

１１：０６  伊奈町長挨拶 

１１：１０  情報提供 

１２：１０  昼食 

１３：００  事業説明（趣旨・進め方など） 

１３：１０  討議 

１４：４０  まとめ 

１５：０５  発表 

１５：２５  投票 

１５：４０  アンケート記入 

１６：００  閉会 
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６．伊奈町民討議会報告書作成会開催概要 

 

（１）開催日時 

２０１８年６月９日（土）１４：００開会 

（２）開催場所 

埼玉県県民活動総合センター２階 ２０９セミナー室 

（３）参加人数 

討議者 １３名(男性９名、女性４名) 

テーブルサポーター２４名（学生７名、公益社団法人埼玉中央青年会議所メンバー１７名） 

（４）参加者選出方法 

討議会に参加した町民の希望者と伊奈町の学生及び公益社団法人埼玉中央青年会議所メ

ンバー 

（５）討議方法 

グループ分けしたうえで、討議結果を踏まえて意見を出し合い提言をとりまとめる 

（６）討議内容 

まず、６月２日に行われた討議会にて各テーブルから出された意見をまとめました。その

上で最終的に、豊かで活力ある未来の伊奈町～ＩＮＡ・ＳＤＧｓ～について『町民提言』

のとりまとめを行いました。 

 

（７）当日タイムスケジュール 

 

時 間 内 容 

１４：００ 開会 

１４：０１ 主催者代表挨拶 

１４：０４ 事業説明 

１４：１０ 
 討議：豊かで活力ある未来の伊奈町 

～ＩＮＡ・ＳＤＧｓ～について 

１５：１５ まとめ 

１５：３５ 提言発表・承認 

１５：４５ 閉会 

 

 

７．伊奈町民討議会報告会開催概要 

 

（１）開催日時 

２０１８年７月２８日（土）１４：００開会 

（２）開催場所 

伊奈町ふれあい活動センター 会議室１・２ 

（３）参加人数 

討議者１８名(男性１４名、女性４名) 

テーブルサポーター１５名（学生３名、公益社団法人埼玉中央青年会議所メンバー１２名） 

（４）内容 

６月９日に行われた報告書作成会にてまとめていただいたものを、『町民提言』として青

年会議所でまとめ、補足説明も含めて皆様にご報告しました。 
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Ⅱ 企画から実施までの流れ                                    

 

【パートナーシップ協定締結】 

公益社団法人埼玉中央青年会議所は、この町民討議会をより公平・公正で中立的に開催

するため、２０１８年４月５日に、伊奈町と『パートナーシップ協定』を締結しました。

特に、個人情報の取扱いについては協定書内に特記事項として明記し、その責任を明確に

しました。この協定締結により、『伊奈町いきいきミーティング～伊奈町民討議会～』がス

タートしました。 

 

【事前告知】 

Ａ３サイズのポスターを５０枚作成し、公共機関を中心に掲示して頂き、開催を告知し

ました。また、伊奈町の広報紙上でも告知をし、私共公益社団法人埼玉中央青年会議所と

伊奈町が、まちづくりを考える過程で町民の声を必要としていることを広く発信しました。 

    

       ポスター             チラシ              裏面 

【事前準備と募集】 

４月に伊奈町と締結したパートナーシップ協定をもとに、住民基本台帳を使用し、伊奈

町民１６歳以上の男女を１，５００名無作為に抽出しました。選ばれた１，５００名には

伊奈町の封筒を使って参加依頼書と参加申込書・開催趣旨を発送しました。 

発送数１，５００通に対して参加承諾者１９名には参加決定書と情報提供資料・討議プロ

グラムを送付しました。 

 

【６月２日（土）伊奈町いきいきミーティング 伊奈町民討議会】 

テーマ：豊かで活力ある未来の伊奈町～ＩＮＡ・ＳＤＧｓ～ 

町民討議会当日は町民１８名と、私立国際学院高校にもご協力頂き７名の学生にもご参加
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頂きました。集まった町民の方々にテーブルに分かれていただき、冒頭の主催者挨拶の後、

町長からご挨拶をいただいてスタートしました。情報提供・進行説明・ルール説明を行っ

た後に、豊かで活力ある未来の伊奈町～ＩＮＡ・ＳＤＧｓ～というテーマで討議を行いま

した。 

 

丸山副理事長 挨拶 

 

 

大島町長 挨拶 

 

 

日本青年会議所 ＵＮ関係会議 佐々木議長 情報提供 
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日本青年会議所 ＵＮ関係会議 飯沼副議長 情報提供 

 

外務省国際協力局 主席事務官 石塚様 情報提供 

 

少年少女国連大使 宇野様 情報提供 

 

企画課政策企画担当 山下様 情報提供 
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討議の様子 

 

各テ－ブルから発表者を決めてもらい一人持ち時間３分程度でそれぞれのまとめを発 

表していただきました。 

 

発表の様子 
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【アンケート】 

実際に参加していただいた方々へ参加してみての感想を中心に調査を実施しました。 

 

【６月９日（土）報告書作成会】 

６月２日の町民討議会の結果をもとに、討議会に参加いただいた町民の希望者と公益社

団法人埼玉中央青年会議所のメンバー及び国際学院高校の学生で、報告書作成会を開催し

ました。 

討議会で討議に参加された町民の皆様が投票した結果を、公益社団法人埼玉中央青年会議

所が集計し、その結果をもとに報告書作成会に参加された町民の皆様に「私たちができる

こと」と「伊奈町（行政）ができること」の２つの視点で、SDGs のゴールとの関係性を考

えながら提言をご提案頂きました。 

 

報告書作成会の様子 
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【７月２８日（土）報告会】 

６月９日に作成した報告書を伊奈町に提出するための報告会を開催しました。 

当日は大熊副町長にお越しいただきご挨拶いただきました。取りまとめた内容を説明し、

討議者の皆様よりご承認いただきました。 

 

報告会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、本報告書と提言は、伊奈町のホームページや公益社団法人埼玉中央青年会議所のホ

ームページ上にて閲覧・ダウンロードをできるようにし、伊奈町の発行する広報紙にて結

果報告します。 

 

公益社団法人埼玉中央青年会議所 HP http://www.jc766.com/ 

伊奈町 HPhttp://www.town.saitama-ina.lg.jp/index.html 



①．討議結果まとめ（６月２日討議会）
グループ A
テーマ 町民参加の教育　バラ公園の存続　風景

得票数

1 学校開放日に教育に参加 2

2 維持費の捻出、無償の手入れ -

3 クリーンデーの参加 -

得票数

1 学校開放日を作る 2

2 テーマパーク風に改修 15

3 道路管理の推進 -

グループ B

テーマ ①健康増進　②綾瀬川の美化

得票数

1 ラジオ体操など運動機会の参加呼び掛けを自治会が中心となり進めていく。 4

2 ゴミ拾い 3

-

得票数

1 高架下の有効活用（バスケット・テニス等の運動が出来るスペース） 12

グループ C

テーマ 一体感のある伊奈町

得票数

1 情報発信元になります（SNS発信など） 6

2 面白いイベントにはできるだけ参加します -

3 コミュニケーションの時間を増やす！ -

得票数

1 イベント、遊ぶ場所を増やしてほしい -

2 PR活動を多くする（見てもらいやすくする） -

3 環境・交通の利便性を上げる -

グループ D

テーマ 安全な自然環境からくるまちづくり

得票数

1 水辺安全パトロール（シルバーと学生の活用） -

2 自然観察会（バードウォッチング・星・古寺・歴史ｅｔｃ） 2

3 自然保護サポート宣言 4

得票数

1 浄水場の水で安全な水辺公園の整備 8

2 自然観察マップの作成 5

3 ジョギングロードの拡大とコース別路面ペイント 3

提案

私ができること

伊奈町（行政）ができること

提案

私ができること

伊奈町（行政）ができること

提案

私ができること

伊奈町（行政）ができること

2
ジョギングロードの整備（現状は歩道が狭い。立ち寄れるトイレがない。雨をしの
げる屋根付きベンチがない。自動販売機などの水分補給場がない。

9

Ⅲ　討議会結果及び提言

提案

私ができること

伊奈町（行政）ができること

13 



グループＡ

カテゴリー

1つの学校の人数が多い

中学校の教室が足りない

一般の人も給食を食べれるようにしてほしい

先生と生徒が仲良し

留学生を増やしたい

給食がおいしい（小・中学校）

シャトル・交通

人

年配の人が元気

若い方が多い

豊かさの定義を町民が共有している

若者が多い

親切な方が多い（商店）

海外の人と交流

知らない方でも挨拶を交わす

有名人に来てほしい

ニューシャトルがある

毎年伊奈町らしいイベントがある　例：伊奈祭りなど

学校

バラ
バラロードを作る

バラの町というわりにバラが少ない

女性が活躍している

外国人が来る

観光客が来る

北部は整備されているのであまり不便は感じない

海までのバスが出ている

タクシーが無料

バスが便利

レンタルサイクルみたいなやつがある

宇佐美、吉野、森口、松竹谷、大谷、菅野

個別意見

シャトルの代表駅をつくり発展させる

シャトル、バラに頼らない街づくり

町民が教育に参加できる町（教育の関心を高める）

水車のある川がある

ＪＲがほしい

シャトルを延長

道路標識が分かりにくい

シャトルの料金を安くする

学校の体育館が暑い

求人が多い

子供が多い

シャトルの運賃下げた方がいいのでは

幹道路3・5の整備

シャトルの始発時刻を10分はやく

14



ショッピングモール

交番を増やす

映画館ない

グラウンドの整備　雨が降ると運動会が出来なくなる

路面の標示が濃いメンテナンスされている

都市計画を発展させ動線のある街づくり

元気な遊びで声が聞こえる

建物がメンテナンスされている

夏祭りの屋台が少ない

宅地が管理されている

田んぼを宅地に

子育て

精神的な豊かさを兼ね備えている

フランスパリと姉妹都市提携してみる

すべての屋根で太陽光発電している

中心部がわかりやすい

伊奈町では残業禁止

私ができること　テーマ【町民参加の教育　バラ公園の存続　風景】 得票

1.学校開放日に教育に参加 2

2.維持費の捻出、無償の手入れ 0

3.クリーンデーの参加 0

伊奈町（行政）ができること 得票

1.学校開放日を作る 2

2.テーマパーク風に改修 15

3.道路管理の推進 0

その他

伊奈町から祝日の出勤手当を給付する

ＳＤＧｓを頑張って推進している事がわかる

風景

道路が整備されている

農地がきれい

インスタ映えスポットがほしい

防犯・交通

通学時に旗振りの人がいる

安心して暮らせる

犯罪の少ない町

ゴミ

バラ公園

ゴミの分別に関して細かい

川が汚い。日本で2番目に汚い。

緑が多い

バラ公園のそばにある沼、水辺の整備

ゴミの分別が少し細かすぎるのでは

公園

独特な遊具がほしい

公園がたくさんある

公園が多く緑も豊かなので住むには理想と考えている

まとめ

子育て支援をしている

施設

食事する所が少ない

ディズニーランド

店が多い

飲み屋街がある

ショッピングするのに車で行くしかない。もう少し店舗が増える

ライブハウスがある

15



グループＢ 福島、森、長部、堀内、千代田、仁平、中井

カテゴリー

・綾瀬川をきれいに

・カラス対策

・クリーンセンターなどのごみ集積場の増加

・犬のふん、タバコなどのポイ捨て防止

・ゴミ出しのルール、マナーを守る

・歩道の整備

・伊奈ジョギングロードの整備

・球技やアスレチックのできる公園を増やす

・運動施設として高架下の活用

・公園内の駐車場対策

・町民運動会の盛り上げ

・巡回ラジオ体操を行う

・花火大会の規模拡大

・子供が楽しく集まる施設を作る

・観光地を増やす

・全国的に周知されるもの

・ショッピングモールなど人が集まる場所

・ニューシャトルの運賃を安く

・空き家対策

・街灯が少ない場所の治安

・交番の増加や在中時間の延長

・自治会の退会防止

・地域の行事に参加してもらう工夫

・地域内のふれあいの機会を多く

・病院診療科の増設

・病児保育を増やす

私ができること　テーマ【①健康増進　②綾瀬川の美化】 得票

１.ラジオ体操など運動機会の参加呼び掛けを自治会が中心となり進めていく。 4

2.ゴミ拾い 3

伊奈町（行政）ができること 得票

1.高架下の有効活用（バスケット・テニス等の運動が出来るスペース） 12

2.ジョギングロードの整備（現状は歩道が狭い。立ち寄れるトイレがない。
雨をしのげる屋根付き

ベンチがない。自動販売機などの水分補給場がない。
9

まとめ

個別意見

運動

環境

行政

交通

福祉・医療

防犯

自治会運動
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グループＣ

カテゴリー

塾以外に勉強できるところ

伊奈町知名度をあげる

バラ園　もっとNHK・民放に宣伝

桜まつりの良さをアピールしてほしい

景色のいい場所を作る。公園を造る。

無線山の活用

薬局の駐車場

野外活動（宿泊、キャンプ、多目的）

がんセンター赤松林

H３０年の予算１０００万。お酒やせんべい。

参加しやすいボランティアを

こどもたちが遊んだり交流できる施設を増やしてほしい

スポーツできる場所が少ない

公園・遊具がつまらない、アスレチック・水辺　釣りができる

買い物は遠出になる

高校生が遊ぶとき遠出しないとない

町内の遺跡「世間遺産」（笠間市？）鉄の生産・・・ガンセンター、縄文環境状集落他

ご当地名物　B級グルメ（あればそれを売りに！）

イベント行事を増やす。一般人主催

遊ぶところを作る

商業施設の有効活用（こんにゃくパーク的な）

遊ぶ場所

公園は多いけど遊具が古い

農業盛んだった

農振地域あり

農業体験イベント

新幹線の下を有効活用

ニューシャトル運賃値下げ

ニューシャトルが高い

ニューシャトルが高いが、そこに関連（利便）が少ない

ニューシャトルとJRの振り替えにならない

交通網の充実

通学などしやすい道路を

特色施設が非日常的

行楽施設

電柱のない町を（地中電線）

公園の緑地化

除雪機がある

洪水対策

ヤオコーの裏が土地が低いのでゲリラ豪雨で浸水

夜中道が真っ暗

スウェーデンハウスのきれいなまちなみ

武道館の建設　中学の武道必須　弓道場（高齢者）桶川と合同シャトルの近く

日影が少ない

植松、山中、三宅、川田、藤原

個別意見

PR
１７

遊ぶところ
１１

イベント
１１

ニューシャトル
９

環境
１１．１５．１４
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保育園増設

子ども高校まで医療費無料あり（他は中学まで）

子ども教育施設が少ない

女性が気楽に働ける環境が少ない

地区・公民センターの有効活用

行政が区が中心であるが、この補助システムの充実化

ドロボー対策

町職員、議員との交流の場を作る

行政の分散化

埼玉中央青年会議所の専門の人任命

コミュニケーションセンターを設置し、コミュニケーションを多くする

豊田町づくりのプロジェクト組織を設置（一般人登用）

ベッドタウン

住むには住みやすい

目標に関心を持たない人の参加のための努力

地域住民への説明会の実施。方針説明

人口が増えている

私ができること　テーマ【一体感のある伊奈町】 得票

1.情報発信元になります（SNS発信など） 6

2.面白いイベントにはできるだけ参加します 0

3.コミュニケーションの時間を増やす！ 0

伊奈町（行政）ができること 得票

1.イベント、遊ぶ場所を増やしてほしい 0

2.PR活動を多くする（見てもらいやすくする） 0

3.環境・交通の利便性を上げる 0

まとめ

他

子育て
女性の働く場所

行政
３
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グループD

カテゴリー

トトロの森とスヌーピーの森

伊奈に山を

がん予防

たのしいサイクリング

医療費の削減

ウォーキングロードの整備（上尾・蓮田と連結）

子供の水遊び

魚つりの大会

虫とり大会

昔のあそび

つり場整備

鳥の水あそび

ザリガニ

鴨・しらさぎ

蛍復活

子供が遊べる水辺作り

休耕田の活用

ジャングルジムあそび

綾瀬川のアユをアピール

ザリガニ取り

綾瀬川の自然回復清掃

休耕田でどろんこ遊び

アナログな広報

メリハリをつけた開発計画

役場に水槽生息する魚を見れるように

河岸クリーン活動をもっと盛んに

川を明るく

保護林の整備

シャトル年間パス町が補填

公園多い

街灯

コミュニティバスの大幅拡張を

田中、佐藤、酒井、関根、田口

個別意見

健康
3

水辺
14・15

町づくり
11
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歴史の散作

水草観察

庭木のルール付け→補助金

沼の近くの薬草

星空観察

マップ自然

農業実習

学生の参加

古寺巡礼

原市沼の野草

丸山から原市沼を展望台

丸山で電気を消して星の観察会

キジ・タヌキ・イタチ

バードウォッチ会

水と空気が安心ないな

田植・刈取実習

シルバー活用

私ができること テーマ【安全な自然環境からくるまちづくり】 得票

1.水辺安全パトロール（シルバーと学生の活用） 0

2.自然観察会（バードウォッチング・星・古寺・歴史ｅｔｃ） 2

3.自然保護サポート宣言 4

伊奈町（行政）ができること 得票

1.浄水場の水で安全な水辺公園の整備 8

2.自然観察マップの作成 5

3.ジョギングロードの拡大とコース別路面ペイント 3

自然
14・15

まとめ
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②．町民提案結果（６月９日報告書作成会）
グループ A

テーマ 町民参加の教育と自然環境の保全と整備

SDGs

1 学校教育に感心を持ち、積極的に学校開放に参加します 4

2 住みやすい町づくりのためにクリーンデイに参加します 11、15

-

SDGs

1
町民が学校教育に感心を持てるよう学校開放日を創設し、誰もが積極的に参加
できるような働きかけを希望します

4

2 綾瀬川の美化（川辺で安全に子供達が遊べる環境整備する事）を希望します 15

3
町制公園のテーマパーク化（バラ公園を含め環境を整備し、インスタ映えする場
所にすること）を希望します

11、15

グループ B

テーマ 未来の為の心と身体の健康づくり

SDGs

1 健康意識を持って生活します（体力づくり、食事に関する事等） 3、11

2
ラジオ体操や新しい伊奈町独自の体操を考案して普及します（クリーンデイや町
民運動会等で実行する）

3、11

3 ＳＮＳやYou Tubeにて普及します 12

SDGs

1
ウォーキングロードの整備と高架下の運動スペースとしての活用（バスケット、テ
ニス、キャッチボール等）を希望します

11、18

2 伊奈町独自の体操の考案を希望します 3、11

3 自治会地区の保育所、小・中・高等に普及のご協力を希望します（食育も） 4

4 ＤＶＤの無料配布を希望します 12

グループ C

テーマ 住みやすいまちづくり

SDGs

1 ゴミ拾い等のイベントに参加します 3、11

2 バラ公園でのイベントに参加します 3、11

-

SDGs

1 バラ公園へのイベント事のアクセスを便利化する　（例）バスの本数を増やす 11

2 ゴミ拾いをイベント化することを希望します 3、11

3 バラ公園でのイベントの活性化を希望します 11

グループ D

テーマ 安全な自然環境から来るまちづくり

SDGs

1 行事の参加を呼びかけます 14、15

2 水辺安全パトロール（学生・シルバー）をします 11、14、15

3 －

SDGs

1 公園にトイレの整備を希望します 6、11

2
ガン治療の拠点のがんセンターの協力をお願いし、日本薬科大との連携を図り、
ガン予防の講演会の開催を希望します

3

3 学園都市であるので、学生の参加（催物）を希望します 11

提案

私ができること

伊奈町（行政）ができること

提案

私ができること

伊奈町（行政）ができること

提案

私ができること

伊奈町（行政）ができること

提案

私ができること

伊奈町（行政）ができること
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③．町民提言

町 は

・

・

・

伊奈町には

・

・

・

テーマ： 豊かで活力ある未来の伊奈町
  ＩＮＡ・ＳＤＧｓ  

町 提 該当するSDGs

豊かで活力ある未来の伊奈町

多くの人に参加してもらえるイベントの企
画・開催を希望します。

伊奈町のイベントに積極的に参加し、魅力
を発信して、町の活性化につなげます。

未来のための、心と身体の健康づくりをし
ます。

美化・安全活動をして、住みやすいまちづ
くりに貢献します。

環境と施設の整備を希望します。

伊奈町ならではの特色の発信や、新しい文
化の創造を希望します。
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町民は・・

1

2

3

補足説明

伊奈町には・・

1

2

3

補足説明

備考
町民が学校教育に感心を持てるよう学校開放日を創設し、誰もが積極的に参加できるような働き
かけを希望するという意見もありました。

ゴミ拾いのイベント化、バラ公園のイベント活性化、がんセンターの協力・日本薬科大との連携に
よるガン予防の講演会、学生の参加しやすい催物等、様々なイベントを希望するという提言です。

補足説明
伊奈町独自の体操を考案し、地元の保育所や学校に普及させたり、ＤＶＤを無料配布する等する
ことで伊奈町への郷土愛の醸成につながっていき、また町のＰＲ推進にもなるという提言です。

環境と施設の整備を希望します。

伊奈町ならではの特色の発信や、新しい文化の創造を希望します。

多くの人に参加してもらえるイベントの企画・開催を希望します。

水辺やバラ園などの清掃活動を行い、伊奈町の魅力を向上させるだけでなく、安全パトロールを
行うことで子どもたちも安心して遊べる、みんなが住みやすいまちにしていくという提言です。

町制公園のテーマパーク化や綾瀬川の美化、ウォーキングロードの整備、高架下の運動スペー
スとしての活用をすることで、町の魅力が向上し、さらにフォトジェニックなスポットが増えることで
町民が魅力発信に貢献しやすくなるという提言です。

【補足説明】

テーマ： 豊かで活力ある未来の伊奈町
  ＩＮＡ・ＳＤＧｓ  

伊奈町のイベントに積極的に参加し、魅力を発信して、町の活性化につなげます。

未来のための、心と身体の健康づくりをします。

美化・安全活動をして、住みやすいまちづくりに貢献します。

ラジオ体操や新しい伊奈町独自の体操を考案してクリーンデイや町民運動会等で実行し、町民の
心身の健康を保つことに加え、「元気な伊奈町」をSNS等で発信するという提言です。

補足説明

補足説明
町のイベントに積極的に参加し、伊奈町の教育や文化などの魅力に触れ、伊奈町の良さを積極
的に発信することが町の活性化に繋がっていくという提言です。

補足説明

23
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Ⅴ 討議会検証アンケート・総括                  

１ 参加者開催後 アンケート結果 （回答者数 ２４ 名) 

 

１． 討議会に参加されていかがでしたか？ 

 

 

２． 討議の進め方はいかがでしたか？ 

 

 

３． テーマに関する情報提供は適切でしたか？ 

 

63%

29%

8%

1_有意義だった

2_やや有意義だった

3_どちらともいえない

4_それほど意義はなかった

5_まったく意義がなかった

37%

33%

13%

13%
4%

1_わかりやすかった

2_まあまあわかりやすかった

3_どちらともいえない

4_ややわかりにくかった

5_わかりにくかった

22%

26%
26%

17%

9%

1_適切だった

2_まあまあ適切だった

3_どちらともいえない

4_やや不適切だった

5_不適切だった
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４． 討議テーマは話やすかったですか？ 

 

 

５． チームごとの話し合いはスムーズに進みましたか？ 

 

 

６． テーマを討議する際、だいたい平均して何回くらい発言されましたか？ 

 

 

 

31%

39%

17%

13%

1_話しやすかった

2_まあまあ話しやすかった

3_どちらともいえない

4_やや不適切だった

5_不適切だった

52%
35%

9%
4%

1_スムーズに進んだ

2_まあまあスムーズだった

3_どちらともいえない

4_たまに行き詰まった

5_行き詰まった

35%

31%

17%

13%
4%

1_１０回以上

2_７～９回

3_４～６回

4_１～３回

5_０回

6_わからない
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７． 昨年も同じように町民討議会が開催されていましたが知っていましたか？ 

 

 

８． 来年も開催されるとしたら参加したいと思いますか？ 

 

９． 町民討議会は町民の声を町政に反映させるのに有効な方法であるとされておりますが、実際に

参加してみてどう思われましたか？ 

9%

82%

9%

1_知っていた

2_知らなかった

3_終わった後に知った

39%

13%

48%

1_是非参加したい

2_参加したくない

3_どちらでもない

44%

44%

4%
4% 4%

1_有効だと思う

2_まあまあ有効だと思う

3_どちらでもない

4_それほど有効ではない

5_有効ではない

6_わからない
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１０． 謝礼の有無と参加決意の関係についてどのようにお考えですか？ 

※その他の意見 

・ 謝礼がなくても参加したが、あると家族への言い分がたつ。 
 

 

１１． 地域活動の情報についてどのような方法や媒体で発信されると有効だと思いますか？ 

 

※その他の意見 

・ ツイッターやインスタ等のＳＮＳ 

・ チラシ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

68%

32% 1_必要である

2_不要である

3_どちらともいえない言えない

4_その他

38%

28%

17%

17%

1_広報誌

2_公式ホームページ

3_ポスター・掲示板

4_その他
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１２． これからの地域活動への参加についてどのようにお考えですか？ 

 

１３． １２．④なるべく参加したくない、⑤必要性や興味を感じないと答えた方へ伺います、それは

なぜですか？具体的にお書き下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４． 次回同じような討議会を行った場合、今度はテーブルサポーターなどの運営側でのご参加

はいただけますか？（運営側となりますと謝礼はございません。） 

 

 

 

35%

22%

43%

1_積極的に参加したい

2_求められれば参加したい

3_時間や暇があれば参加したい

4_なるべく参加したくない

5_必要性や興味を感じない

14%

23%

32%

4%

4%

18%

5%
1_積極的に参加したい

2_求められれば参加したい

3_時間や暇があれば参加したい

4_なるべく参加したくない

5_謝礼が出るのなら参加したい

6_参加したくない

7_その他

この質問には回答がありませんでした。 
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１５． 町民討議会について、ご意見・ご感想などをご記入下さい。（内容は自由です） 

 

・ 午前中の SDGs のスライドによる説明は理解出来なかった。(画像の写りも見えづらかった)文書

で配布した物を解説して頂ければと思った。マイクの活用を考えて下さい。話が聞き取りにくい

のが多かった。 

・ 今回と同じ場所でやって欲しい。 
・ テーマは納得でき、運営はスラスラしていてとてもやりやすかった。会場の雰囲気はとても良か

ったです。 

・ 青年会議所の皆様お疲れ様でした。 

・ つばささんや、みかんさんがやさしくて、チームリーダーのまとめかた上手くて、やる気が最初

なかったけど、最後には出てよかったと思えた。 

・ タウンミーティングの意味が強い討議会で、越してきて日が浅いので町内の情報など、グループ

内でのミーティング時間内に聞けて有意義だった。この討議の人達もそのあたりを含んで呼ばれ

たと思うがその意味では良かったが、もう少しテーマ設定を絞った方が良いのではと感じた。 

・ とっても楽しかったです。 

・ とてもグループのメンバーやサポートの方々に恵まれ話しやすく有意義な時間を過ごさせて頂

きました。 

・ 討議会がある事を初めて知りました。もう少し人数を増やしてもいいのではないでしょうか。 
・ 案内と討議の方法が分かりにくかったです。 

・ SDGs を押しすぎ。情報提供の時間は講演会のようだった。高校生もいたので、町の成り立ち、人

口動勢などの情報が必要だったのでは。理想の結果から逆算したのでは？残念。 

・ 事前に SDGs パンフレットを配布して欲しかった。1 6 の討議の内容を事前に配布して欲しかっ

た。 

・ 資料等が前もって同封してほしかった。第 1 のテーマ等もだいたいで良いので箇条書きの資料

が欲しかった。前もって読んでおきたかった。 

・ SDGs の話はわからない。 
 

 

委員会考察： 

参加してみての感想では、有意義だった、楽しかったという意見が多く、また討議の進め方において

も、わかりやすかったという結果を多くいただけました。ただ、今回サブテーマとした SDGs の一般認

知度低さや、解釈の難しさから、討議テーマ・情報提供についてはわかりにくかったという意見もあり、

事前勉強資料配付や、テーブルサポーターの理解度の醸成等、更なる改善の必要性を感じました。 

今後も伊奈町が住み良い街となるよう、しっかりとした企画・運営に努めてまいります。 

 



 

 

 

 

参考資料 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

「平成３０年度伊奈町 討議会」の実施に関する協定書 

 

 

 

 

 

 

 

伊奈町 

公益社団法 埼 中央 年会議所 

 



「平成３０年度 伊奈町民討議会」の実施に関する協定書 
 

伊奈町（以下「町」という。）と公益社団法人埼玉中央青年会議所（以下「青年会

議所」という。）は、普段声を発する機会の少ない町民が町政へ参加するきっかけを

つくり、町民参加・町民協働によるまちづくりを推進するため、無作為抽出による

町民がまちづくりの課題について討議する「平成３０年度 伊奈町民討議会」（以下

「町民討議会」という。）を共催するものとし、その運営等に関し、次の通り協定を

締結する。 
 

（目的） 
第１条 この協定書は、町民討議会の開催に伴う個人情報の取扱い並びに町と青年

会議所の役割分担及び経費の負担を明確にすることを目的とする。 
 

（共催に関する原則） 
第２条 町と青年会議所は、お互いの立場を理解、尊重し、対等なパートナーとし

ての関係を保つように心がけるとともに、多様な町民の意見を集め、中立性、公

平性及び公正性を担保しながら、町民討議会の開催に至る過程やその成果につい

て町民に公開するものとする。 
 

（個人情報の保護） 
第３条 青年会議所は、個人情報保護のため、別紙「個人情報取扱特記事項」を遵

守しなければならない。 

 

（役割分担と経費の負担） 

第４条 町と青年会議所の役割と責務は次のとおりとする。 

１ 青年会議所の役割と責務 

（１）町民討議会を円滑に実施するための準備委員会（担当委員会）組織を設置

し、その運営に当たるものとする。 

（２）町民討議会の開催を広く町民に周知するため、広報活動に当たるものとす

る。 

（３）町民討議会の内容及びその手法等について報告書を作成し、町に提出する

ものとする。 

（４）町民への参加依頼書の発送の準備、町民からの参加申込書の受付及び参加

者の決定を行うものとする。 

（５）町民討議会の開催場所を確保するものとする。 

（６）開催に係る町職員の人件費、町民への参加依頼書の発送費用以外の全ての

経費を負担する。 

２ 町の役割と責務 

（１）開催に伴う打ち合わせに参画する。 

（２）町民討議会の開催を広く町民に周知するため、町の広報誌やホームページ

等を活用し、広報活動に努めるものとする。 

（３）住民基本台帳から参加候補者の無作為抽出作業を行うほか、町民への参加

依頼書の発送費用を負担するものとする。 

（４）町民討議会の討議テーマ決定に当たっての協議及び関係する情報を提供す

るものとする。 

 

（有効期限） 

第５条 この協定書は町と青年会議所との合意をもって発効し、本事業が終了した

時点で失効するものとする。 

 

 （協定の解除） 

第６条 町、青年会議所の双方あるいは片方より協定締結後やむを得ない状況によ

り、本事業の継続が困難あるいは不可能な状況となった場合には協議の上事業を

中止あるいは延期することができ、本協定も解除できるものとする。 

 

（その他） 

第７条 本協定に定めのない事項で、町民討議会を実施する上で必要と認められる

ものについては、町と青年会議所が協議の上決定するものとする。 

 

 この協定書の締結を証するため、本書２通を作成し、町及び青年会議所双方記名

押印のうえ、各自１通を所持するものとする。 

 

 

 

 

平成３０年４月５日 

                   北足立郡伊奈町大字小室９４９３ 

 

                   伊奈町 町長   大島   清 

      

              さいたま市大宮区仲町２－１５矢島ビル３階 

                 公益社団法人 埼玉中央青年会議所 

                  

                     理事長   佐藤  公則 



 平成３０年５月吉日 

 

伊奈町長 大島 清 
公益社団法人埼玉中央青年会議所 

理事長 佐藤 公則 
 

伊奈町いきいきミーティング「伊奈町民討議会」 

参加決定通知書 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 このたびは『伊奈町いきいきミーティング「伊奈町民討議会」』にお申し込みいただき誠

にありがとうございました。 

 つきましては首記の町民討議会へのご参加いただくことが決定いたしましたので、下記

の通りお知らせいたします。 

６月２日に開催致します町民討議会は、昼食をご用意させていただいております。 

当日のご参加をお待ちしておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

敬具 

記 

１．日時     町民討議会  平成３０年６月２日（土）  １０：３０受付開始 

                      １１：００開会 １６：００閉会予定 

         報告書作成会 平成３０年６月９日（土）  １３：４０受付開始 

                      １４：００開会 １６：００閉会予定 

         報告会    平成３０年７月２８日（土） １３：３０受付開始 

                      １４：００開会 １６：００閉会予定 

 

２．会場     町民討議会    

会場：伊奈町役場 ３階 第１会議室 

          伊奈町大字小室９４９３ 会場電話：048－721－2111 

         報告書作成会   

会場：埼玉県県民活動総合センター ２階 ２０９セミナー室 

          伊奈町内宿台６－２６  会場電話：048－728－7111 

報告会  

          会場： 伊奈町ふれあい活動センター（ゆめくる）２階 会議室１・２ 

          伊奈町大字小室２４５０番地１ 会場電話：048－724－0717 

（※各会場案内図は裏面をご参照ください。） 

          

３．プログラム  別添『伊奈町いきいきミーティング「伊奈町民討議会」参加討議者ガイド 

ブック』の通り。 

         ※当日の討議を円滑に進めるため、必ず事前にお読みください。 

         ※当日もこの参加討議者ガイドブックをご持参ください。 



４．お問合先  公益社団法人埼玉中央青年会議所 地域の未来共創委員会 

        電話：０４８－６４７－３３１５ ＦＡＸ：０４８－６４７－３３１６ 

        （担当者：副委員長  森田  裕） 

 

５．当日の緊急連絡先 

地域の未来共創委員会 副委員長  森田  裕  ０９０－４７１６－８６９６ 

 

６．会場案内 

 
伊奈町役場案内図 

 
住所：埼玉県北足立郡伊奈町大字小室９４９３ 

電話：０４８－７２１－２１１１ 

 埼玉新都市交通伊奈線「ニューシャトル」伊奈中央駅下車 徒歩１０分 

 ＪＲ上尾駅東口から朝日バス「伊奈役場行」に乗車、終点伊奈役場下車 

 ＪＲ蓮田駅西口からけんちゃんバス「上尾駅東口行（日本薬科大学経由）」に乗車、伊奈交番前

下車 徒歩１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



埼玉県県民活動総合センター 

  

住所：埼玉県北足立郡伊奈町内宿台６－２６ 

電話：０４８－７２８－７１１１ 

 大宮駅から埼玉新都市交通ニューシャトル（内宿（うちじゅく）行き）で、内宿駅まで約 25

分、内宿駅から無料送迎バスで３分。または徒歩約１５分。 

 ＪＲ宇都宮線蓮田駅下車（西口）、朝日バス(丸谷行きまたは八幡神社行き、または菖蒲車庫行

き)で、約２０分。上平野バス停下車、徒歩１２分。 

 

伊奈町ふれあい活動センター（ゆめくる） 

 

住所：埼玉県北足立郡伊奈町大字小室２４５０番地１ 

電話：０４８－７２４－０７１７ 

・ＪＲ宇都宮線蓮田駅下車 徒歩２０分 



伊奈町いきいきミーティング

参加者ガイド



Ⅰ．町民討議会開催にあたって
「伊奈町民討議会」は、本年４月に伊奈町と公益社団法人埼玉中央青年会議所がパートナーシップ

協定を結び、第７回の開催に向けて準備を進めて参りました。

これまで討議会で話し合っていただくテーマや、運営方法などについて議論を重ね、こうして町民
の皆様をお迎えしての町民討議会開催となりました。

皆様を募集するにあたっては、伊奈町に住民登録のある１６歳以上の方から、年齢構成比や男女比
など、伊奈町の人口構成を基準に１，５００人を無作為に選出させていただき、参加依頼書を発送し
ました。その結果、多くの方々から参加のお申込みをいただき、抽選の結果、３０人の方々にご参加
いただくこととなりました。

「個」と「公」の協和が叫ばれる今だからこそ、行政に頼ってばかりのまちづくりではなく、町民
各々が自覚と責任を持ってまちづくりに参加し、そして協働により、まちづくりを進めていくことは
大変重要なことと考えます。その意味で、この「伊奈町民討議会」で皆様が意見を交わすことは、伊
奈町に前向きな変化をもたらすこととなるでしょう。

討議会とは言っても、世間話のように和やかな雰囲気でお話いただければ結構です。気負わず、
当日を楽しむ気持ちでご参加ください。

この「伊奈町民討議会」が、皆様にとってまちづくりへ参加する大きな第一歩となることを、委員
会一同心より祈念申し上げます。



Ⅱ．開催概要
１．テーマ 豊かで活力ある未来の伊奈町～ＩＮＡ・ＳＤＧｓ～

２．日時 平成３０年６月２日（土）１１時００分開会（受付開始１０時３０分）

３．場所 伊奈町役場 ３階 第１会議室

４．当日のタイムスケジュール

１１：００ 開会

１１：０１ 主催者挨拶

１１：０６ 伊奈町長挨拶

１１：１０ 情報提供

１２：１０ 昼食

１３：００ 事業説明

１３：１０ 討議～討議～【９０分】

１４：４０ 討議～まとめ～【２５分】

１５：０５ 討議～発表～【２０分】

１５：２５ 討議～投票～【１５分】

１５：４０ アンケート・事務連絡

１６：００ 閉会

※ １２：１０からの昼食はお弁当をご用意させていただいております。



Ⅱ．開催概要
５．持ち物

（１）参加決定のお知らせ （本人確認のため）

（２）参加者ガイドブック

（３）筆記用具

６．会場での飲食について

皆様が気軽に話し合いができるよう、ペットボトルを所定の場所にご用意しております。



Ⅱ．開催概要
７．報告書作成会について

伊奈町民討議会で討議された内容については、報告書を町長へ提出する前に報告書作成会を開催し、

皆様に討議結果をまとめさせていただきます。是非ともご参加いただき、報告書についてご意見をお

願いします。

日時 平成３０年６月９日（土） １４：００から

場所：埼玉県県民活動総合センター２階 ２０９セミナー室

８．報告会について

報告書作成界にてまとめた内容を製本し、皆様にご確認いただきます。ここで承認されたものを伊奈

町に提出させていただきます。

日時 平成３０年７月２８日（土） １４：００から

場所 伊奈町ふれあい活動センター（ゆめくる）２階 会議室１・２



Ⅱ．開催概要
９ ．報告書の提出と取り扱いについて

報告会でご承認いただいた報告書は後日提出させていただきます。

報告書の完成、提出は、１０月上旬を予定しており、報告会にご参加いただけなかった方には、この

時期のお届けとなります。

また、伊奈町のホームページ、青年会議所ホームページに掲載され広く公開されます。

伊奈町役場ホームページ

http://www.town.saitama-ina.lg.jp/

公益社団法人埼玉中央青年会議所ホームページ

http://www.jc766.com/ 

１０．参加決定後のキャンセル等

諸事情により参加できなくなってしまった場合は、事前に連絡をお願いします。



Ⅱ．開催概要
１１．今後の連絡先

開催日当日以外の連絡はこちらへお願いします。

公益社団法人 埼玉中央青年会議所

伊奈町民討議会 担当委員会（地域の未来共創委員会）

〒３３０－０８４５ 埼玉県さいたま市大宮区仲町２－１５ 矢島ビル３Ｆ

TEL ０４８－６４７－３３１５ FAX ０４８－６４７－３３１６

１２．開催日当日の連絡先

当日諸事情により遅れる場合、または、急に参加できなくなってしまった場合など、開催日当日の連
絡はこちらへお願いします。

伊奈町民討議会担当委員会 地域の未来共創委員会

委員長 池田 健人 携帯電話 ０９０－７９００－６５６０

それでは６月２日（土） （１０：３０受付開始）

伊奈町役場３階 第１会議室にてお待ちしております。

公益社団法人 埼玉中央青年会議所 地域の未来共創委員会メンバー一同



Ⅲ．話し合いのルールと注意点
話し合いのルール

１ ニックネームで呼び合いましょう。

・町民同士お互いを尊重しあってください。

２ いろんな意見はみんなの財産

・他の方の意見は否定しないでください。

３ 自由な発想、恥ずかしがらずに

・むずかしく考えずに気軽に提案してください。

４ みんなで楽しく話し合い

・皆さんが参加できるように気遣いをしてください。

注意点

参加討議者の皆様にとって討議しやすい環境をつくるため、以下のことにご協力ください。

討議中

・情報提供や討議中の携帯電話･メールのご利用はご遠慮ください。

・討議中のパソコンの使用や個人による録音･カメラ･ビデオ等による撮影は、原則としてご遠慮くだ
さい。

・主催者側が討議風景をカメラ･ビデオ等で撮影する場合があります。

・名札は必ずつけてください。



Ⅲ．話し合いのルールと注意点
全体

・警備･安全保障の点から指定の場所以外に立ち入らないでください。

・施設内は禁煙です。喫煙は休憩時間中に所定の場所でお願いいたします。

・ごみはお持ち帰りください。ペットボトルは回収いたします。

・自己責任となりますので、貴重品の管理には十分ご注意ください。



参考テーマ
伊奈町花火大会を盛り上げよう

Ⅳ．討議会の進め方



Ⅳ．討議会の進め方

①グループ

参加者は５～６人を１グループとし、５～６グループ計３０人とします。

討議テーマが複数の場合にはグループのメンバーをテーマごとにシャッフルし、同じメンバーの
組み合わせにならないようにする。

これは、テーブル内の強弱をなくし、すべての人が意見をできるようにします。

進行役のテーブルサポーターが各テーブルに付くが、アドバイス程度で議論自体の方向性には予
断を与えない。（タイムキーパーを置くときもある）

②情報提供

討論に入る前に行政担当者や有識者など専門家が情報提供者として、テーマに関する基礎知識や
現在の取り組みなどを参加者にご説明します。

③自己紹介と役割分担

まずはじめに自己紹介をしてください。このときに配られた名札に自分の名前を書きましょう。

書記係と発表係の２役を決めます。



Ⅳ．討議会の進め方

④討議１ 意見の収集

参加者は各自、附せんをつかって意見を出し合います。

書いた附せんはどんどん討議ボードに貼っていきます。

この作業はなるべく無言で行います。（話すと手が止まってしまい、多くの意見が集められませ
ん。）

アイデアは、実現可能かどうか関係なくどんどん出してください。

田んぼを使う

昼のイベント

打上の演出お笑い芸人

セスナを飛ばす

大玉の復活 ゆかた祭り

有料席の工夫

他市との協働

セレブ席

予算が多いと盛上るゴミ拾い

花火大会を中止交通渋滞の解消

安全ルートの確保



討議２ 意見の分類（グループピン
グ）

集まった意見を整理していきます。
このときに附せんの意見を書いた人に
説明してもらったり、グルーピングを
手伝ってもらったりしましょう。

グルーピングが終わるとまとめの
作業に入ります。最終的に３つほどの
意見に集約します。

相手のアイデアを批判しないでくださ
い。
自分の意見は手短に述べてください。
参加者全員が発言できるよう配慮して
ください。
他の人の意見をさえぎらないで最後ま
で聞いてください。
他の人の意見を聞いて、自分の意見を
変えても大丈夫です。

たんぼを使う

昼のイベント

打上の演出

お笑い芸人

セスナを飛ばす

大玉の復活

伊奈氏を絡ませる

ゆかた祭り

予算の拡大

有料席の工夫

他市との協働

セレブ席

予算が多いと盛上
る

ゴミ拾い 花火大会を中止

交通渋滞の解消

安全ルートの確保

伊奈町花火大会をより盛り上げよう
イベント 資金面

交 通

その他



発
表
用
紙
の
記
入

意
見
の
ま
と
め

イベントを多く増やして、田んぼを利用す
ることで多くの人が花火を楽しめるように
することで、他地域との比較をつける。

有料席を増加の他、席にセレブ席や婚活席
などの料金に差額を付ける他、他市との協
働を働きかけ予算の確保を図る。

渋滞を緩和させるために、帰り道に散歩
ルートなど、安全性の高い道を確保するな
ど、工夫する。

大会のあと、ゴミ拾い大会を開催し、歳出の軽減を図る。
花火を見に来れない方に工夫して大会してもらう。
「伊奈氏」にちなんだイベントを実施する。
流行のお笑いライブを盛り込む。



⑤発表
まとめのシートを所定の場所に掲示し、

発表係がまとめた内容を発表します。
このときどうしてこのような意見となっ

たのかということも説明し、参加者が投票
しやすいようにします。

⑥投票
各グループの意見に対して参加者全員が

自分の賛同する意見に対しマークを貼ると
いう方法で投票します。
参加者は各自３ポイント保有し、ほかの

グループの意見に投票しても構いませんし、
１つの意見に対して複数投票しても構いま
せん。
す。
これはどの意見が一番いいか決めるので

はなく市民の考え方の傾向、意識を知る事
が目的で結論を出すわけではありません。

報告書には意見ごとの票数が明記され
ます。３つの意見以外で、残したい意見、
捨てがたい意見も１つ出せます。(投票の
対象にはなりません)

イベントを多く増やして、たんぼを利用す
ることで多くの人が花火を楽しめるように
することで、他地域との比較をつける。

有料席を増加の他、席にセレブ席や婚活席
などの料金に差額を付ける他、他市との協
働を働きかけ予算の確保を図る。

渋滞を緩和させるために、帰り道に散歩
ルートなど、安全性の高い道を確保するな
ど、工夫する。

大会のあと、ゴミ拾い大会を開催し、歳出の軽減を図る。
花火を見に来れない方に工夫して大会してもらう。
「伊奈氏」にちなんだイベントを実施する。
流行のお笑いライブを盛り込む。





















 

あとがき 

 

今年で７回目となります伊奈町民討議会に参加してくださいました伊奈町の皆様、私立

国際学院高校の皆様、共催の伊奈町役場関係者の皆様、ご協力頂きました伊奈町商工会の

皆様、伊奈町商工会青年部の皆様、情報提供をしてくださいました皆様、誠にありがとう

ございました。町民の皆様の温かいご協力とご理解の下、無事に開催することが出来まし

たことを心より感謝申し上げます。 

今年の町民討議会では、２６名の町民の皆様に御参加いただきました。また、学生の皆

様にもご参加いただき、グループ討議がより活性化し、非常に多くの意見が引き出されま

した。今回のテーマ豊かで活力ある未来の伊奈町～ＩＮＡ・ＳＤＧｓ～について、目新し

いテーマではありましたが、町民の皆様がしっかりと積極的に意見を出しあって活気のあ

る討議会となり、行政に対する提言をまとめることができました。未来の伊奈町について

という観点で討議できたことで町に対して関心を深めるいい経験になった、面白かった等

町民の皆様からも御好評をいただくことができました。町民の皆様の声を提言としてまと

めさせていただくことが、伊奈町の更なる発展に繋がればと切に願い、結びとさせていた

だきます。 

                       

平成３０年 ７月 

                   公益社団法人埼玉中央青年会議所 

                   地域の未来共創委員会 副委員長 森田 裕 



 

伊奈町いきいきミーティング「伊奈町民討議会」～実施報告書～ 
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２０１８年度 公益社団法人埼玉中央青年会議所     

第２３代理事長 佐藤 公則 

副理事長    丸山 正 

担当常任理事  関亦 郁夫 

 

地域の未来共創委員会 

委員長     池田 健人 

副委員長    森田 裕、岡村 和樹 

幹 事     田畑 寛樹、福本 学、小林 誉 

委 員     神田 俊平、田中 太一、中村 真人、橋口 敏也、堀口 二郎 

 

 

公益社団法人埼玉中央青年会議所ホームページ 

http://www.jc766.com/ 

伊奈町ホームページ 

http://www.town.saitama-ina.lg.jp/ 

 


